
香川県 令和６年度当初予算

予算総額 ４,８６６億円



令和６年度 当初予算の姿
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Ｒ６当初予算規模 ４，８６６億円
（Ｒ５当初４，８８３億円）

（新型コロナウイルス感染症対策１６６億円除きR5当初４，７１７億円）

前年度比 ▲０．４％

（コロナ除き前年度比 ＋３．２％）

（参考）地方財政計画 ＋１．７％（水準超経費を除く）



予算編成の基本的考え方

＋

「経済と財政の好循環」 を 生 み 出 し

香 川 の 未 来 を 次 の 世 代 へ つ な い で い く

毎 年 度 、 県 債 残 高 を 減 少 さ せ る 考 え 方 を 見 直 し 、

財 政 規 模 に 見 合 っ た 未 来 へ の 投 資 を 行 っ て い く

諸課題への的確な対応 と

将来を見据えた新たな投資

財政の持続可能性

を確保
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毎 年 度 、 県 債 残 高 を 減 少 さ せ る 考 え 方 を 見 直 し 、

財 政 規 模 に 見 合 っ た 未 来 へ の 投 資 を 行 っ て い く



人生１００年時代のフロンティア県の実現に向けた

１ 少子化対策局面打開パッケージ
経済負担軽減、子育て拠点充実、みんなで子育ての３本柱で、局面打開第２弾！

２ せとうち企業誘致１００プラン
積極的な企業誘致！物流拠点施設(賃借型)、大規模データセンターの助成制度を創設！

３ スタートアップへの支援
機運醸成から拠点確保、伴走型支援、成長加速化まで、一気通貫の支援！

４ 瀬戸内海国立公園指定９０周年記念事業
世界の宝石、瀬戸内海の美しさ・魅力・文化を活かして地域の発展を！

５ 豊かな海づくりの推進
世界の宝石「瀬戸内海」を守り、育て、豊かな海を取り戻す！

重点的な取組み
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６ 大阪・関西万博を契機とした地域活性化
世界的イベント「２０２５年大阪・関西万博」に向けて、情報発信と交流拡大を強化！

７ サンポート高松地区における
魅力的な都市空間づくり

県立アリーナの開館、サンポート高松地区・高松中心市街地の一大プロムナード化！

８ 地域資源の魅力向上・活性化
①園芸総合センター、②公渕森林公園、③琴林公園(津田の松原)の
３つの県有施設をリニューアルし、新たなにぎわい拠点に！

９ 健康寿命の延伸に向けた健康づくり
「人生100年時代のフロンティア県」の実現に向けて健康長寿の実現！

10 脱炭素社会に向けた地球温暖化対策
スマートハウス・断熱改修の支援充実！ＬＥＤ化や太陽光発電導入で脱炭素社会へ！
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11 災害に強い県土づくり
大規模災害に備え、ハード・ソフト両面の対策で、県民の安全・安心な暮らしを守る！

12 担い手確保・人手不足への対応
あらゆる世代・人材の担い手の確保、産業や暮らしを支える人材確保の取組みを強化！

13 教員を支える体制等の充実
多様化・複雑化している教育課題等に対応するため、教育現場の体制を充実！

14 フルマラソン大会の実施に向けた検討、

こども図書館船(仮称)の運航に向けた取組み

15 自転車用ヘルメット購入費の補助、
庁内のフリーアドレス推進、

公共トイレの環境整備
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夢 と 仲 間 を 持 つ 子 育 て の 実 現

不妊治療助成 ３０百万円

保険適用後の不妊治療の経済的負担の軽減
①上限５万円/回 ※高松市を除く

②５万円を超える自己負担増加額の全額/回

子ども医療費助成 １,３０１百万円

市町が行う子ども医療費支給事業に対する補助

対象年齢：小学校３年生まで（所得制限なし）

経 済 的 負 担 の 軽 減 子 育 て 拠 点 の 充 実 み ん な で 子 育 て

少子化対策局面打開パッケージ
2,39５百万円
（R5：１,８３７百万円）
※昨年度からの継続及び新規・拡充事業

第３子以降の学校給食費無償化
３１２百万円

市町等が実施する第３子以降の給食費無償化の
取組みに対する補助

県産農水産物の学校給食利用拡大
２２３百万円

学校給食における県産農水産物を積極的に利用
したメニュー提供に要する経費を補助
１人あたり２５０円（１食あたり５０円×５日分）/月

★かがわ子育てステーション ９百万円
「かがわ子育てステーション」
として登録された子育て拠点
について、場所のマップ化や
サービス内容の情報発信を行う

当面200か所の登録を目指す！

登録要件 次に掲げる➀から➂までの全ての機能
を有し、開所曜日・時間・場所を予め設定の上、
定期的に開所していること
➀子育てに関する相談、援助の実施
➁地域の子育てに関する情報の提供
➂子育て家庭の交流の場の提供や交流の促進

結婚・子育てを応援する機運醸成
５４百万円

①次代を担う若者のライフデザイン講座
２百万円

②ＥＮ-ＭＵＳＵかがわを通じた結婚支援
４５百万円

★婚活者向けのスキルアップ術の発信

★おすすめデートスポット紹介の投稿キャンペーン

➂結婚・子育て応援情報発信 １百万円

➃★二人の未来応援パスポート ６百万円
婚姻届を提出した新婚夫婦等が協賛店で優待
サービスを利用できるパスポートを配付

さぬきこどもの国 西ウイングエリアの
リニューアル ５８百万円

R6 木製アスレチックゾーン
R7 家族で遊べるゾーン

R8 ロープネットゾーン
(イメージ図）

男性の家事・育児参画の推進
９百万円

★男性育休取得に向けたシンポジウムの開催
・家事育児実践講座の開催
★男性育休取得促進に取り組むための経費
（企業内研修費や社労士相談経費等）の助成

※主な事業を掲載

産後ケア利用促進 ７百万円

➀産後ケア交通費の補助 ３百万円
･対象経費：産後ケアに必要な交通費
･補助上限：１万４千円/回（５回まで）

➁★産後ケア利用料の補助 ４百万円
･市町が行う利用料減免の上乗せ
･補助上限：２千５百円/回（５回まで）

★多胎妊産婦支援 １百万円
・家事・育児支援サポーターの養成・派遣
・交流会の開催
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せとうち企業誘致100プラン
企業誘致100プラン推進 企 業 誘 致 助 成

2,288百万円
（Ｒ5：3,009百万円）

★新たな２つの助成制度【上限５億円】

①物流拠点施設（賃借型）に対する助成
（新規雇用10人以上）

・施設賃借料×50％
(5年間、上限2,000万円/年）

・新規雇用者数× 50万円(11人～)
×100万円(51人～)

②大規模データセンターに対する助成
（投下固定資産額50億円以上、新規雇用5人以上）

・投下固定資産額×10％
・事務所賃借料、通信回線使用料×50％
（5年間）

・通信機器賃借料×50％(5年間)
・新規雇用者数×50万円(6人～)（5年間）
・支払電気料金×50％（5年間）

★番の州コンビナート水素等供給拠点
形成実現可能性調査事業 ５０百万円

・官民連携の協議会に参画
・水素調達・供給網、需要予測調査など
⇒水素等サプライチェーンの構築へ

水素等供給拠点形成

企業誘致WEBサイト

香川県企業誘致条例に基づく助成金
２,２２９百万円

〇企業誘致助成金制度（現行）

（工場・物流拠点施設の場合）
・投下固定資産額×10％(1回目)、5％(2回目)
・新規雇用者数× 50万円(11人～)､

×100万円(51人～)
・上限５億円

〇民間事業者による工業団地整備に対する助成
（R5～）

(1)助成要件
・分譲可能面積５ha以上
・製造業の工場・試験研究施設、物流拠点施
設、データセンター等の立地用地

(2)補助率
・分譲用地を除く公共用地の土地取得費と
工事整備費の1/2

(3)補助上限
・上限５億円

〇ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙﾎﾟｰﾄ形成支援助成金（R5～）

(1)対象地域：港湾脱炭素化推進計画策定区域
(2)対象施設：以下４分野の工場及び関連施設

①次世代再生可能エネルギー分野
②水素・燃料アンモニア産業分野
③資源循環関連分野
④カーボンリサイクル・マテリアル分野

(3)補助率等：
・投下固定資産額の15％(10億円以上×10％)
・新規雇用者数× 50万円(11人～)

×100万円(51人～) 
(4)補助上限
・上限５億円

「せとうち企業誘致100プラン」の
推進 ９百万円

・企業立地フェアの開催
・首都圏産業フェアへの出展
・企業等へのトップセールスの実施

など
★・産業ＡＩ参与(松尾教授)との連携

・ＡＩの利活用を進める立地企業を
「ＡＩ松尾研グループ企業」に認定

・グループ企業間の情報交換会や松
尾参与と縁のある企業とのマッチ
ング等
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スタートアップへの支援
拠 点 確 保 支 援

伴 走 支 援

成 長 加 速 化 支 援

「かがわスタートアップカンファレンス」
運営事業 ２百万円

・本県独自のスタートアップ支援の
あり方や今後の方向性について検討

６４百万円
（Ｒ5：64百万円）

機 運 醸 成

スタートアップ支援の推進

★スタートアップ創出促進事業
３百万円

先輩起業家や東京等で活動している起
業支援関係者等との相互交流イベント
により、ネットワークづくりを支援

「(仮称)香川スタートアップフェスティバル」
・先輩起業家等による基調講演や
トークセッション

・出資やノウハウ支援を行う投資家等
との意見交換 など

スタートアップスクエア事業 １百万円

香川インテリジェントパーク内に
スタートアップ向けの活動拠点を提供

①入居室数：１０室 (ネクスト香川、ＩＴスクエア)

②入居要件：
①創業後５年以内の事業者
②創業５年超10年以内の事業者（新たな事
業分野へ進出しようとする者に限る）

★③支援期間：５年間（1年間から拡充）

④賃 料：入居から５年間使用料を減額
（１年目９０％減額、２年目以降段階的に
５年目１０％減額）

スタートアップ成長加速化事業
４４百万円

①スタートアップ成長加速化支援補助金
１４百万円

・「ビジネスチャレンジコンペ」開催
・優秀なビジネスプランに対する支援

・受賞者に対する支援
最優秀者：５００万円×１名
優 秀 者：３００万円×１名
奨 励 者：２００万円×１名

（補助金、補助率10/10）

②起業等スタートアップ支援補助金
３０百万円

起業や第二創業等の初期段階に要する
経費を補助
・補助率：１/２（上限:２００万円）スタートアップ伴走支援事業

１４百万円

★①スタートアップ支援施策の情報一元化
２百万円

・新たなＷＥＢサイトを構築

②スタートアップ等経営相談窓口
１１百万円

かがわ産業支援財団に総合経営相談窓口
を設置

③かがわ創業塾 １百万円

ビジネスアイデアの創出モデルや経営に
必要な知識を習得する講座
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★９０周年記念シンポジウム
１0百万円

・パネル展示とワークショップも開催

美しさをまもる 魅力を生かし広める 文化・アートを伝える

★瀬戸フィルハーモニー交響楽団
「SETOUCHI」コンサート ９百万円

・瀬戸フィルハーモニー交響楽団の生演奏
と、映画「SETOUCHI」の上映を組み合わ
せた演目等を披露

瀬戸内海国立公園指定90周年記念事業

★“香川×岡山”食の大博覧会
２４百万円

開催場所：サンメッセ香川

★ 瀬戸内海歴史民俗資料館企画ツアー
１百万円

・館内ツアー、夜間開館
多彩な展示や屋上展望台から望む備讃瀬
戸の景観、ライトアップした景観を体験

・東讃地域ツアー
「瀬戸内海国立公園の父」小西 和氏の関
係資料を有する、さぬき市内の施設や東
讃地域の展望地を巡るツアーの実施

★９０周年記念花火大会 ２０百万円

開催場所：津田の松原（琴林公園）
花火打上：３,０００発（予定）
※県とさぬき市共催

★かがわ未来へつなぐ環境学習会
６百万円

・環境保全活動に取り組む団体等による
体験プログラムや環境学習講座の実施

・「海の生き物展」「海の写真展」開催

～世界の宝石 瀬戸内海へ 出逢い、つながる９０年～

７月

★フォトコンテスト（シンポジウムで表彰）

３百万円
募集期間：４月中旬～５月下旬
応募方法：県内国立公園の園地等からの

風景写真を専用サイトに投稿

７月

★ＫＩＮＲＩＮマルシェ ２百万円

開催場所：津田の松原（琴林公園）

６月

５月

８月頃

10月

※主な事業を掲載

５月～11月頃

★映画「からかい上手の高木さん」の
公開に合わせた観光PR ２２百万円

・首都圏等での広報やＰＲイベント実施

★フィナーレイベント ３百万円

開催場所：瀬戸大橋記念公園
内 容：フィナーレセレモニー、

フォトテーリング など

★森から海につながるクリーン事業
１百万円

・国立公園指定区域内の森林や海岸で、
清掃や森林整備等の森づくり体験を実施 島へ行こうキャンペーン 26百万円

・島お手伝い旅、島滞在旅の旅行商品及
び、体験型クルージングツアーを造成

・県内の島々を結ぶマザーポートの１つ
である高松港で、交流イベントを実施

森：４月～６月

11月頃

夏～秋頃

５月～６月頃

１５７百万円

４月～５月

海：９月～10月
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豊かな海づくりの推進

世界の宝石「瀬戸内海」を守り、育て、豊かな海を取り戻す

温暖化による海水温上昇、貧栄養化➡漁獲量が減少！

特に、備讃瀬戸では…底生類の漁獲量減少が顕著
燧 灘では…夏季の海底の貧酸素化が深刻

不漁原因の究明

漁場環境の改善

種苗の安定供給

栄養塩類の管理 ９百万円
・下水処理場からの栄養塩類の供給・管理
・モニタリング調査

★底生生物の生物量調査 ５百万円
・海底の餌生物（貝類等）の調査等【備讃瀬戸】

★覆砂による底質改善の実証１０百万円
・底質改善のモニタリング調査【燧灘】

資源増加の取組み １８７百万円
・種苗生産、放流、技術開発

漁場環境改善活動 ６百万円
・浅海域での海底耕うん、干潟保全等（国補）
★・浅海域以外での海底耕うん等（単独）

藻場の造成・保全の推進 ２４７百万円
・産卵場や幼種魚の育成場となる藻場の整備等

海ごみ対策の推進 ３２百万円
・クリーンアップ活動等

里海づくりの推進 ９百万円
・かがわ里海大学（体験講座）等

556百万円
（R５：４３９百万円）

●

◆

●

●

●

●

◆
◆ ◆

◆

◆
◆◆ ◆

◆

水産試験場
栽培漁業センター

◆●

◆
●●

金倉川

大束川

香東川 鴨部川

三本松

(全域)

(全域)

【燧灘】

【備讃瀬戸】

◆◆
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情報発信（本県の魅力等を万博会場内外でPR） 交流拡大（誘客促進や受入環境の向上など）

★万博を契機とした誘客促進事業 ３５百万円
・ＯＴＡ事業者と連携した、観光プロモーションの実施
・大手旅行会社と連携した、旅行商品の造成・販売促進 など

大阪・関西万博を契機とした地域活性化

★空港リムジンバスキャッシュレス化支援事業 ４５百万円
・空港リムジンバス事業者に対し、運賃決済のためのクレジ
ットカードのタッチ決済端末導入
費用等を支援

★栗林庵リニューアル事業 １１百万円
・県産木材を活用した陳列棚の制作
・一般レジと免税レジの場所の統一化 など

万博を契機とした他県連携相互誘客事業 ５百万円
★ ・ 本県と兵庫県を訪れる広域周遊型の旅行商品の造成 など

★空飛ぶクルマ実装促進事業 １５百万円
・企業が行う県内での実証実験や調査等への補助 など

★栗林公園誘客促進・インバウンド受入機能強化事業
２６百万円

・四季を通じた公園の魅力を発信する映像コンテンツの作成
・園内ガイドや音声ガイダンスの多言語化の充実
・キャッシュレス対応の自動券売機の導入 など

★期間限定大阪アンテナショップ設置事業 ２百万円
開設場所：阪急梅田駅２階中央催事店（７２㎡）
開設期間：令和６年秋頃 約２週間程度を予定

★関西圏における「かがわの食」魅力発信フェア実施事業
３百万円

・大阪市内の外資系ホテル等での「香川県フェア」の開催

提供：2025年日本国際博覧会協会

★未来を担う子どもたちの体験学習支援事業 ３百万円
【債務負担行為（Ｒ７）】 ４１８百万円

対 象：教育活動として万博に参加する、県内の小・中学校、
高校、特別支援学校、高等専門学校の児童生徒

支援額：入場チケット料金（補助率１０／１０）
交通費（実費１／２・上限１０万円／学級）

※主な事業を掲載

大阪・関西万博公式キャラクターミャクミャク

２１５百万円
【債務負担行為(Ｒ７)】５００百万円

★２０２５年大阪・関西万博出展準備事業 ４２百万円
【債務負担行為（Ｒ７）】 ８２百万円

①自治体催事 ２０百万円
・豊かな食文化、伝統芸能、伝統工芸品、アートなどの県の

魅力を会場でPRするための出展内容の企画及び立案
・バーチャル万博参加に向け、県のメタバース空間を制作
・出展内容と同様のプレイベントを来年度中に県内で実施

②テーマウィーク ２２百万円
・「地球の未来と生物多様性ウィーク」において、県の里海
づくりなどの取組みを発信していく企画及び立案

・県の魅力を総合的にＰＲする動画の制作
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高松中心市街地プロムナード化等周辺環境整備事業 1,007百万円

サンポート高松地区における魅力的な都市空間づくり

みなとのにぎわい創出県立アリーナの整備推進 安全で快適な歩行空間確保

香川県立アリーナ整備事業
13,124百万円

本体工事 10,583百万円
備品整備 2,229百万円

開館準備等事業 ,62百万円
★ 開館記念事業 , 250百万円

・競技スポーツ、生涯スポーツ、
交流推進施設として「香川県立
アリーナ」をサンポート高松に
整備

・令和７年３月の開館にあわせ、
記念式典やオープニングイベン
トを開催

１４，１３１百万円
（R5：７,２５９百万円）

高松港港湾環境整備事業
(玉藻地区)173百万円

・玉藻公園北側の緑地(キャッスルプ
ロムナード)の整備

高松港（玉藻地区）
大型クルーズ客船受入施設整備事業

42百万円
・１１万トン級までの大型クルーズ
客船の受入れが可能な施設を整備

高松中心市街地
プロムナード化検討事業 50百万円

・高松中央商店街までの高松中心市
街地エリア全体のプロムナード化
を検討

・県立アリーナの開館に備えた
交通対策を実施

サンポート高松地区
都市再生整備事業 712百万円

・県立アリーナの開館に向けて、
鉄道駅や港からの安全で快適な
歩行空間を確保

屋根付き歩道、プロムナード等の整備

★高松港（玉藻地区中央ふ頭）
大型プレジャーボート受入施設整備事業

30百万円
・瀬戸内海を周遊する大型プレジャー
ボートの受入施設を整備

13



※ 2024年11月末 プレオープン
(シンボルタワー、アーチ型ゲート等)

園芸総合センターのリニューアル ２１４百万円

2025年3月末 グランドオープンを目指す!
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コンセプト： 豊かな自然の中で五感を満たす、うどん県民のオアシス

設備更新

2

やすらぎの小径

階段改修

照明LED化

○ライトアップイベント開催

メインストリート

○ 桜並木更新

公渕池
周遊コース
全長5㎞

１

※整備後の写真、イベント内容及びイラストは、イメージ

やすらぎの森2

○ 「やすらぎの小径」整備

○四季にあわせたイベント企画・開催

・修景整備
・ウッドチップ遊歩道
・休憩所刷新
・東屋・案内板等設置

東屋改修

自然観察会 月見の茶会

休憩所
（やすらぎの交流拠点）

公渕森林公園のリニューアル ９６百万円

15
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4.玄関口・商業エリア

・観光情報を盛り込んだ
案内板を整備

5.新規駐車場エリア

・利用者増に対応するため、
未利用地を活用した
駐車場を整備

１.ウラツダエリア

・回遊性向上のための遊歩道整備
・テーブル・椅子セットの整備、遊具の更新
・ドッグランの整備

テーブル・椅子

炊事場ベンチ

3．キャンプエリア

RENEWAL SYMBOL

琴林公園を とした「地域の

案内看板

ドッグラン

遊歩道

・イベントや休憩など、多目的利用可能な
パークレットを整備

遊具

琴林公園のリニューアル １１８百万円

2.イベントエリア

・マルシェ等のイベントの開催
・景観のよいスポットにベンチを設置

・野営設備を整備し、
「津田の松原キャンプ場」を開設
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小児生活習慣改善支援事業 17百万円
市町等が行う児童生徒の血液検査・生活習慣
調査への支援

補助対象：小学４年生・中学１年生の検査

補助率 ：１/２

人生100年時代の健康寿命の延伸に向けた健康づくり

★健康づくり政策推進アドバイザー事業 10百万円
健康づくり政策を研究している大学教授等をアドバイザーとして招聘し、県・市町の健康づくり政策の評価・分析を実施

認知症対策 44百万円
★軽度認知障害（MCI）高齢者早期発見のための

チェックシート作成、MCIからの回復を目指す
「認知症予防プログラム」の開発・実証

⇒  県内全域でのMCI高齢者の早期発見、
予防プログラム実践の展開を目指す

がん対策・検診受診率向上 18百万円

★「がん検診推進サポーター」を500人以上養成

⇒ 受診勧奨や正しい知識の普及啓発につなげる

★歯周病早期発見支援事業 ２百万円

企業健診等に併せて歯周病の簡易検査・口腔ケア指導

⇒ 県内企業の健診での歯周疾患検診の導入を目指す

禁煙・受動喫煙対策推進事業 １百万円

★ 県庁舎における毎月２２日の終日禁煙を実施

★脊柱側弯症機器検診事業 14百万円
・脊柱側弯症の正しい知識の普及啓発
・検査機器を活用した市町の検査費用の

１/２を助成
補助対象：原則小学５年生及び中学１年生

＜脊柱側弯症＞
脊柱が左右に曲がっている状態。思春期の女子が
多く発症し、痛み等の症状は少ないものの、進行
すると健康に影響を及ぼす障害等の要因となる。

※主な事業を掲載

要介護の主要原因への対応 ⇒ 「認知症」「骨折・転倒」の予防対策を強化

がん・糖尿病などの

「生活習慣病」等の発症・重症化予防 ⇒ 働く世代など 若い時期からの健康意識の醸成

0歳 100  
歳

20
歳

40
歳

65
歳

幼年期
0～5歳

少年期
6～14歳 青年期 15～24歳 壮年期 25～44歳 中年期 45～64歳 高年期 65歳～

学生生活
就 職 出産・子育て 定年退職結 婚 セカンドライフ

若い時期からの健康づくりが健康寿命の延伸に

生活習慣病などの発症予防・重症化予防を中心 重症化予防・介護予防を中心
増える高齢者への対策は喫緊の課題家庭での生活習慣が今後に影響

親（＝働く世代）の健康意識

★生活習慣・健康状態見える化事業 ３百万円
健康測定器を活用した『骨密度・野菜摂取見える化チャレンジ』に併せ、保健師や栄養士による改善指導

目標:年100回実施、実施場所：市町の集団健診や県内企業、スーパー 等

１５９百万円
（R5:130百万円）
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脱炭素社会に向けた地球温暖化対策

森林資源の活用 造林事業
１９５百万円

ﾌﾞﾙｰｶｰﾎﾞﾝの活用 藻場整備等
２４７百万円

家庭・企業の脱炭素推進

かがわスマートハウス促進事業
２７６百万円

①ＺＥＨ（ﾈｯﾄ・ｾﾞﾛ・ｴﾈﾙｷﾞｰ・ﾊｳｽ）
導入支援 175百万円(R5:78百万円)

「予算倍増！」
・補助単価：２０万円（新築住宅）
・子育て世帯、複数世代同居は５万円加算

★②断熱改修補助の新設 50百万円
・窓・玄関の断熱改修
・補助単価：２０万円（既築住宅）
・子育て世帯、複数世代同居は５万円加算
・同時に太陽光発電設備を設置する場合
は上限５万円加算

③蓄電池(1/10、上限10万円)、Ｖ２Ｈ
（10万円）補助

県有施設ＬＥＤ化推進事業
４１３百万円（R5:99百万円）

・県庁本庁舎、警察本部庁舎、
東山魁夷せとうち美術館 など

太陽光(熱)エネルギーの
最大限活用

吸 収 源 対 策

初期費用ゼロ太陽光発電設備
導入促進事業 ２百万円
・リース、ＰＰＡ(電力販売契約)の広報啓発

★県有施設太陽光発電設備
整備事業 １０百万円

・大束川、金倉川浄化センターへの太陽光
発電設備導入に向けて、詳細設計を実施 ★番の州コンビナート水素等供給拠点

形成実現可能性調査事業 ５０百万円
・官民連携の協議会に参画
・水素調達・供給網、需要予測など
⇒水素等サプライチェーンの構築へ

カーボンニュートラルポート
形成支援助成金(R5創設)

新エネルギーの利活用

かがわゼロカーボンシフト支援事業
１４百万円

・脱炭素専門相談窓口の設置(環境保全公社)
・民間事業者の脱炭素事業を支援する
ＥＳＧ（環境配慮型）設備投資の促進

県

金融機関関係団体

専門家

コンソーシアム

融
資
先
事
業
者

脱炭素事業に融資

１,５２６百万円
（R5：１,０９７百万円）
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★本庁舎北館等再編 29百万円
◎本館・東館への

一部機能移転
◎旧看護専門学校
跡地の活用

◎現地跡地への整備

・基本計画策定

災害に強い県土づくり

県有施設の耐震対策

R6当初+R5補正:28,579百万円
（R５当初+R4補正：27,369百万円）

★畜産試験場施設整備 24百万円

◎本館・実験棟

現地建替

・基本設計

・地歴調査

ソフト対策被害想定の見直し

★水産試験場施設整備 37百万円

◎本館・飼育実験棟

現地建替

・基本設計

・地歴調査

高松合同庁舎整備 62百万円
◎高松市郷東町

へ移転

・実施設計

・共用駐車場整備

自助・共助対策推進 60百万円
「自助」「共助」分野の防災・減災対策
に重点的に取り組む市町に対し、経費の
一部を支援

★家具類転倒防止対策（先進的取組み）

補助率引上げ １/２ ⇒ ２/３

中小企業ＢＣＰ策定運用促進
６百万円

県内中小企業のＢＣＰの策定等を支援

★補助対象：製造業 ⇒ 全業種へ拡大

補助率：１/２以内（上限５０万円）

★かがわ県民防災意識向上
プロジェクト事業 ４百万円

ＳＮＳ上に開設する「香川県公式防災
アカウント」を通じた各種取組みによ
り、県民の防災意識の向上を図る

・防災イベント等で「かがわ BOUSAI  
POINT」を集め、防災グッズに交換 等

地区防災計画策定促進 ５百万円
新規策定に係る経費等を補助

補助率:１０/１０以内（計画策定）
１/２以内（取組み）

(上限３０万円/団体)

地震・津波対策海岸堤防等整備

1,734百万円

ハード対策

★地震・津波被害想定策定
115百万円

平成２６年に取りまとめた南海トラフ地
震等における本県の被害想定について、
国の被害想定や本県の社会条件の変化等
を踏まえ、見直しを行う

ため池防災対策等事業

2,646百万円

民間住宅耐震促進 59百万円
・耐震診断、耐震改修の補助

★・市町と連携して、耐震化

重点エリアを設定し、

エリア内を全戸訪問
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あらゆる世代・人材での担い手確保・人手不足への対応

香川型農福連携促進
事業 ６百万円
・専任コーディネーターの
配置（社会就労センター）

・経験農業者の現場支援

★建設分野と福祉の連携
の周知・普及〇「かがわーくフェア」の活用

（合同企業説明会）
★中高年齢者も対象として、

幅広い世代向けに実施

など

★高度外国人材等採用
支援事業 ８百万円

・専任コーディネーターの
配置（ワークサポートかがわ）

・海外大学（ハノイ工科大
学）に日本語教育及び本
県や県内企業の魅力など
の情報発信を行う講座を
開設

〇ビジネススキルアップ研修
〇訓練中の託児サービス
〇専任コーディネーターの

配置（ワークサポート
かがわ）

など

高齢者 障害者女 性 外国人

女性・高齢者等就労相談支援拠点の運営
１９百万円

・高松（丸亀町しごとプラザ）
・中讃（丸亀市生涯学習センター）
★中高年齢者の採用に積極的な企業

による説明会の実施

★公共交通事業者自動車運転手
確保支援事業 ８百万円

バス・タクシーの
運転手不足が社会的課題

・人材確保支援
・二種免許取得（10万円/人）
・就職説明会開催支援

（上限10万円/事業者）

介護助手普及推進支援事業 ９百万円

・県福祉人材センターに
介護助手普及推進員を
配置し、掘起し･マッチング

★高齢者向け職場体験や
説明会の開催など、
掘起し機能を一層強化！

その他にも
・医師
・看護師
・保育士
・農業者
・林業者
・漁業者

など

・
・
・

特定分野の人手不足への対応

1,944百万円
（R5：1,811百万円）
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多 様 な 支 援 ス タ ッ フ や 人 材 の 充 実

教員を支える体制等の充実 3４７百万円
（R5：５５百万円）

教員業務支援員配置事業 １０６百万円

教員の業務支援を行う教員業務支援員を
小・中学校に配置。

今年度から大幅増員！

学習プリント等の印刷や準備等の業務負担を軽減

★教職員の育休取得促進事業
６３百万円

育児休業を取得する教職員が在籍する小・

中学校に、業務負担の軽減を図るための人

材を配置。

男性を含む育休取得率のさらなる促進、
取得者が属する学校の教職員の業務負担の軽減

★副校長・教頭マネジメント支援員配置
事業 ６２百万円
副校長・教頭の業務が多忙化している実態を

踏まえ、小・中学校のマネジメント等に係る
業務を専門的に支援するための人材を配置。

心身の健康を保ちながら働くことができる環境を整備、
学校全体の運営を改善

★初任者教員の指導・サポート充実事業
１１６百万円

小学校初任者教員への指導方法の指導・助言に
加え、負担軽減のための業務支援を行うことがで
きるベテラン教員(主に60歳を超える教員)を配置。

21

初任者教員の円滑な業務をサポート、本事業の広報に
よる本県での教員希望者の増加



★かがわマラソン（仮称）実施準備事業 １９百万円

本県で新たにフルマラソン大会を開催し、本県のス
ポーツ振興や競技力向上を図るとともに、地域資源の魅
力を県内外に発信し、にぎわいの創出や交流人口の拡大
につなげるため、開催に向けて検討・準備を進める。

・コース案: 高松→坂出（綾川、丸亀経由）をベースに
検討

・開催時期：令和８年春頃を目標
・募集人数：１万人程度を目標
・令和６年度実施内容

：基本計画及び実施計画策定

フルマラソン大会の実施に向けた検討 こども図書館船（仮称）の運航に向けた取組み

★こども図書館船（仮称）準備事業 １２百万円

建築家の安藤忠雄氏から寄附の申し出のあった、離島等
で読書などを行う「こども図書館船（仮称）」について、
令和７年度からの運航に向けた準備を行う。

・事業概要：
（令和６年度）

蔵書の収集や船舶の運航管理等の検討、専用ホーム
ページ及びＰＲ用動画の作成など

（令和７年度）
運航開始（予定）
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こども図書館船（仮称） 内観イメージ図



自転車用ヘルメット
購入費の補助

★自転車ヘルメット着用推進事業
７０百万円

県内高校生の自転車の交通事故抑止
と交通安全意識の向上を図るため、自
転車通学生に対し、ヘルメット購入費
の補助を行う。

・対象校：生徒とともにヘルメット着用の推
進に向けた具体的な取組みを行う
ことを宣言する県内の高等学校

・対象者：県内高校生の自転車通学生のうち
「自転車乗車時は、交通ルールの
遵守とヘルメット着用」を宣言し
補助を希望する生徒

・補助額：生徒１人あたり上限５千円

庁内のフリーアドレス推進

★庁内フリーアドレス推進事業
１１百万円

業務の一層の効率化や高度化・複
雑化する行政課題の解決に向けた組
織風土の形成を図るため、県庁内で
フリーアドレスを試行的に実施

・導入予定
デジタル戦略総室
・デジタル戦略課
・情報システム課

環境政策課

県有文化・交流施設
などのトイレ洋式化

２９７百万円

多くの県民や来県者が利用
する施設のトイレの洋式化を
集中的に実施
・文化・交流施設、体育施設

など

★公共トイレ「整備基準」の
策定検討
県有施設トイレ洋式化を進め

る中で考慮してきた水準を
「整備基準」として策定し、市
町等へ情報提供・技術的支援

（整備基準イメージ）
・ゆとりのある広さの確保
・温水洗浄便座など、必要
な設備の整備

公共トイレの環境整備
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